
ワークショップ 参加者

22名

参加団体

岡山市立岡山後楽館
高等学校

総社市立総社中学校美術部

岡山県立大学デザイン学部
岡北研究室

屋久島おおぞら高等学校

ノートルダム清心女子大学

講師

山本直樹
山陽新聞社NIE推進部 部長

事前講座：
9月3日（土） 1部 10：00 – 12：00   2部 14：00 – 16：00  岡山市民会館
掲出期間：
10月31日（月） – 11月27日（日）  表町商店街内 2カ所

ジャーナルプロジェクト

岡山県内の学生5グループが、岡山

芸術交流2022をそれぞれの視点

で取材し、新聞としてとりまとめた

ものを表町商店街に掲示した。学

生たちは事前に新聞社からの講座

を受講し新聞づくりの基礎を学び、

開幕後には展覧会会場での作品鑑

賞や来場者へのインタビューを行い、

グループで1枚の新聞にまとめた。

展覧会の魅力や楽しみ方、専攻分

野を通じた作品の深掘りなど、独

自目線の新聞を制作し設置した。
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ジャーナルプロジェクト
新聞作成のながれ

新聞の目的、新聞づくりの流れ、下

調べの大切さ、取材の仕方や記事

作成のコツ等、新聞づくりのポイン

トなどを学ぶ。

事前講座へ参加

0101

0303

執筆・編集

取材後は見出しや何を伝えたい

のか、レイアウトをどうするかを各

グループで考え、内容チェックと修

正を重ね、紙面を完成させた。

入稿・掲示

それぞれの専門性を活かしたオリ

ジナルな新聞をまとめたパネルを

制作、表町商店街に掲示した。

各所へ取材

作品鑑賞を楽しみながら、作品

の撮影や来場者インタビューも

積極的に行った。0202

0404
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岡山市立岡山後楽館高等学校
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総社市立総社中学校 美術部
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岡山県立大学 デザイン学部 岡北研究室
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屋久島おおぞら高等学校
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ノートルダム清心女子大学
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表町商店街の2か所に大判サイズの新聞を掲示、多くの人に読まれた。

（左）参加校校内でも、新聞が掲示・配布された。

（右）記事の一部は実際に地元の新聞紙面にも掲載された。

2022年11月17日付  
山陽新聞  文化（15頁）
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● いろんな観点から見ることで完成する

芸術もあることや、新聞の書き方を学び

ました。どうやったら相手に正確に伝わる

か、考えるのは意外と難しかったです。街

を歩き回るのはとても楽しかったです。い

つも住んでいる街だけど自分の知らない

面が見えて新鮮でした。

 
● 新聞作りの大変さを学びました。お客

さんとしてではなく、ジャーナルプロジェク

トに参加したことで違う視点で作品を鑑

賞することができて、おもしろかったです。

 
● 取材をするにあたって情報収集をして

予備知識を付けておくことは大切なこと

だと感じました。どんな切り取り方でこの

芸術交流をいろんな人に対して紹介する

かを決めるのは難しかったです。完成して

商店街に掲載された新聞を見た時はい

い感じになってるじゃんと思った一方、写

真は違う候補のが良かったなど改善点に

も気づきました。

 
● チームで話し合いレイアウトを決めたり、

自分の考えた文章を皆で直したりしてい

ろいろな考え方や見方があるんだなと思

いました。今回参加して岡山でこんなイベ

ントが開かれていることを知ったり、いろ

いろな人たちと関わって楽しかったです。

作品を見に来た方々にインタビューする

ことに抵抗があってあまりできなかったな

と思いました。

 
● この経験を通して、現代の芸術が人の

アイデンティティを考えさせること、芸術

家が自己表現を人に考えさせることを真

剣に考えていたことを学べたと思います。

私が考えている以上に、物を作る人、特に

感情を想起させるモノづくりをしている

人は、表現方法や、人がどう感じるかを考

えていることが伝わってきました。そのこ

とで、これからの私のモノづくりもより一

層丁寧にどう感じられるかを考えていき

たいと感じました。

 
● アートとはさまざまな角度から作品を解

釈することができ、正解はないということ。

だからこそ、自分自身で独自の解釈をして

楽しむこと、自分の感覚を大切にすること

が重要なのだと学びました。実際に作品

を見ていると、さまざまな疑問が生まれて

いきました。この作品は何を伝えたいのだ

ろうかと妄想しながら、作品に濃縮された

メッセージを考えていました。現代アート

の楽しみ方を知れたような気がするので、

また現代美術館に足を運びたいと思います！

 
● アートは個人的な観点から感じ取るこ

とで、自分の中での正解のような、腑に落

ちる捉え方を見つけることができるが、そ

れぞれの人間が感性を文字に起こすとい

う作業を経て、その観点を何にするかによっ

て捉え方や感じ方は全く違ってくるという

ことが、非常にこのプロジェクトのおもし

ろい部分であった。アートは言葉としては

表し難いが、その作業は私にとっての新

たなアートの楽しみ方として確立させる

ような体験であり、同時に、それがアート

の堪能方法の一つであることが大きな学

びとなった。ジャーナルプロジェクトに参

加していなければ、私のアートの楽しみ

方が乏しいままであったと考えると、自身

の感性を成長させられた素晴らしい機会

であったと感じる。感性は年齢や経験によっ

てきっと変わってくると思うので、幾つになっ

てもアートにふれ続けていきたいと思った。

● これまで現代アートというものはどこか

近寄り難く、「わかる人にしかわからない」

ものだと勝手に考えていたが、今回現代

アートを間近で見てその魅力を伝える立

場に立ったことで、現代アートは作る方も

見る方も自由でよく、見る人と同じ数だけ

感じ方があり、現代アートを見た時の自

分や友達ひとりひとりの気持ちを尊重す

ることが大切だとわかった。その感じ方の

1つの例として自分の感じたことを素直に

記事にできた。また、今回見た現代アート

は岡山市内の魅力ある建築物と絡ませる

ようにしてあり、建築を学ぶ者として空間

と芸術の魅せ方という点でも非常に学ぶ

ことがあった。純粋に現代アートを楽しむ

ことができたと同時に、単にひとつの美

術館の中でアートを鑑賞するのとは異な

り、アートを求めて街を歩き回ったことで

4年間住んでも知らなかった岡山の魅力

をたくさん発見できた。記事作成や取材

のノウハウを学べたことはもちろんだが、

わたしにとっては岡山で過ごす最後の夏に、

現代アートというものをきっかけにして岡

山という街を知る大変いい機会になった。

 
● 美術館や博物館を訪れることは何度か

あったが、現代アートにふれるのは今回

が初めてだった。それぞれの作品がどの

ような意味を伝えようとしているのかじっ

くりと考えることのおもしろさやそのとき

の自分の思考と向き合う楽しさが味わえ

た。自分が納得するまで深く考えることの

重要性も理解でき、今後も自分の人生を

豊かにしてくれる体験ができたことがと

てもうれしかった。

 
● 言葉ではないアートを言語化する難し

さに直面したが、ここまでアートに真摯に

ジャーナルプロジェクト
参加者・教員の感想

参加した学生の感想
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● 今回芸術交流実行委員会の方を含め、

山陽新聞社、パブリックプログラムディレ

クターの木ノ下先生、アーティストの方々

など多くの大人の方々に関わる機会があり、

生徒自身も大きなプロジェクトに携われ

たことを誇りに感じていたように思います。

内覧会や開会式、アーティストトークなど

通常では参加できないタイミングに、プ

レスの札をかけて参加できたことは特別

感もあり、生徒も大変喜んでいました。

学びの場所は教室だけではないことは

教育現場で実感してきましたが、ここ数

年はコロナの蔓延で思うようにいかない

ことも多く、今回このようなチャンスをい

ただけたことはとてもありがたかったです。

新聞づくりに関しては、初めての経験で

したが、「新聞をつくる」という一つの取

り組みから多くの学びがあったように思

います。「文章を書いて相手に伝える」「自

分たちの視点」「新聞としての表現」「合

意形成する」「インタビュー等でのコミュ

ニケーション」など挙げればきりがありま

せん。また「芸術」や「岡山」という街に

以前より興味と愛着が持てるようになっ

たようにも感じます。公共の場所に展示

していただいたことは自信になり、もっ

といいものができたのではないかという

振り返りにもなりました。

生徒の感想にもありましたが、「岡山芸

術交流2022」というイベントに、「発信

する」立場で参加できたことは、大変貴

重な経験となりました。修正に毎日遅く

までお付き合いいただけたこと、生徒と

もども感謝しております。ありがとうござ

いました。

 
● 芸術交流に参加する前には、恥ずかし

ながら、池田亮司さんと片山真理さんく

向き合う経験は初めてだった。一緒に活

動したメンバー間で、作品に対する捉え方

が全く違ったからこそ、新聞にする文章や

作品への捉え方を語りだすと止まらず、時

間を忘れるほどだった。時間をかけて深

い考察をし、言葉選びにまでこだわる新

聞を楽しんで作成できたのでよかった。

 
● 今回は自分がみんなを巻き込む形で参

加させていただきました。個人的にアート

を見ることが好きという理由だけの参加

でした。正直ここまで話が大きくなるとは

思っておらず、自分でもまだ自分が何をし

たのか理解できていない状況です。しかし、

自分たちで作った新聞を見返してみて初

めて実感することができ、何度も何度も

いい経験をさせていただけたと感じてお

ります。この度は本当にお世話になりまし

た。ありがとうございます。

 
● 自分の固定概念が崩れた。新しい自分

を見つけていきたい。

 
● 見出しが大事ということを学んだ。

 
● 普段体験できないインタビューや新聞

づくりを学ぶことができた。

 
● 作品の魅力にふれることができて勉強

になった。

 
● みんなで考えてまとめることができて

よかった。また機会があれば作れるよう

にしたい。

らいしか芸術家の名前を知りませんでし

たが、ジャーナルプロジェクトに参加し、

さまざまな作家の作品を調べていくうち

に、新しい発見がさまざま出てきました。

わたしにとって最も幸運だったのはアピ

チャッポン・ウィーラセタクンという映画

監督とその作品を知ることができたこと

です。彼が建築の学生だったということ

にも興味を惹かれましたし、映画に織り

込まれる神話や伝承とその映像化の表

現にも驚かされました。

もう一つは、作品の体験を通して、学生

たちに芸術の価値、あるいは批評につい

て考える機会を作り出せたことです。彼

らの普段の会話では何かを評価する時

には、あっさりと「おもしろい」「感激した」

「感動した」などたった一言で済ませて

しまうことが多いのが気になっていました。

作品の価値を誰かに伝えるために、言葉

を選び文章化することの大切さを、彼ら

に少しでも教えることができたのではな

いかと思います。これらの二つの経験が

いま大学で実施している映画批評の授

業にも生きています。

 
● 今回は貴重な体験をさせていただき、

生徒たちはとても楽しく意欲的に取り組

むことができました。美術部として、学校

外で学ぶ活動の機会がなかなかないので、

大変ありがたかったです。作品制作に対

してのモチベーションも上がったように思

われます。本当にありがとうございました。

教員の感想
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子どもナビと楽しむアートツアーについて

事前ワークショップや予行練習の時

には緊張で声が小さく自信がなかっ

た子どもも、本番では大きな声で大

人にナビゲートしており、子どもたち

の成長した姿に感動しました。次回

もまたナビゲーターをしたいという

感想をもった子どもも多く、アートを

通じて子どもたちの能力や個性、積

極性を引き出すことのできるこのツ

アーの意義をあらためて感じました。

ジャーナルプロジェクトについて

ジャーナルプロジェクトは今回初の

試みで、私自身もどのような新聞が

できるのか、想像できませんでした。

学生たちはよい新聞を作りたいと

いう前向きな姿勢で新聞制作に取

り組み、自分たちが学んでいる専

門分野で作品を深掘りしたり独自

の視点から作品を見つめたりする

など内容を工夫して、どのグループ

も個性が溢れた素晴らしい紙面を

完成させることができました。

商店街に大きく掲出された新聞は、

多くの方に読んでいただき、岡山芸

術交流に来たことがある方にもな

い方にも大変好評でした。また、新

聞記事の一部が実際に地元の新聞

に掲載され、より広がりを見せるこ

とができました。学生や先生からも、

プロジェクトに参加してよかったと感

謝の声をいただくことができました。

子どもナビと楽しむアートツアー
ジャーナルプロジェクト
岡山芸術交流実行委員会事務局員

担当者の声
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  MATERIAL
資料・教材

岡山芸術交流の紹介やアーティストへのインタビュー動画、子ども向けのワーク

シート、岡山市内や周辺エリアの見所や同時期に開催されるイベントを

紹介するマップを制作。さまざまな媒体で岡山芸術交流や岡山のまちの

楽しみ方を発信し、鑑賞をサポートした。



「岡山芸術交流オルタナティブマッ

プ」は、市内を回遊しながら岡山の

魅力を”発見・探求・伝播”してもら

うために、まちに点在する多種多

様な見どころを独自の視点で編纂。

展覧会で美術作品を鑑賞するよう

にまちなみを捉え直して歩いてみ

れば、何気ない日常の風景や物事が、

人々の営みや創意工夫の込められ

た”逸品”として、あるいはコンセプ

チュアルアートに通じる問いかけの

ようにも感じられる、というコンセ

プト。2022年は、2016年に好評を

博した３つのエリアマップを冊子と

して復刻し、各会場で配布した。ウェ

ブサイトには、「みんなで見つける 
おかやま街角鑑賞」のコーナーが

あり、インスタグラムで「＃おかや

ま街角鑑賞」として誰でも投稿する

ことができる。

岡山芸術交流
オルタナティブマップ・
ウェブサイト

https://oasamap.jp/

紙媒体 /ウェブサイト

協働

桑田奈美枝
Satellite / ギャラリスト

軸原ヨウスケ
COCHAE / デザイナー

内海慶一
著述業 / ライター
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OKAYAMA :
OUR RECOMMENDATION

岡山のカルチャーシーンに着目し、

岡山県を「備前・備中・美作」とい

う3つのエリアにわけて、各エリア

の特徴とともにさまざまなスポット

や、イベントの名称と住所といった

情報を掲載した媒体を発行。QRコー

ドからはウェブサイト上でマップや

詳細情報を参照することができる。

「備前・備中・美作」の3つのエリ

アは、かつて大和国にも匹敵する

ほどの繁栄を誇った古代吉備国の

一部であった。7世紀以降、吉備国

が備前、備中、美作、備後に分割さ

れ、そのうちの「備前・備中・美作」

が現在の岡山県となっている。

https://goo.gl/maps/
ZFnrKNWDuiU8yMNc8 

紙媒体 /ウェブサイト

デザイン

加瀬部敏志
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ワークシート
「マイ アート ブック」

紙媒体

子どもたちの鑑賞をサポートし、

事後のまとめにも使用できる小学

生向けワークシート「マイ アート 
ブック」を作成。来場小学校、特別

支援学校の全児童に配付した。ま

た会期中、旧内山下小学校、岡山

市立オリエント美術館、岡山県天

神山文化プラザの受付に置き、休

日に訪れた子どもたちに自由にとっ

て使ってもらえるようにした。ウェ

ブサイトからもダウンロード可能。

デザイン

加瀬部敏志

イラストレーション

ホリグチイツ

https://www.
okayamaartsummit.jp/2022/
public-program/171/
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「マイ アート ブック」の活用例
学校来場の際に多くの子どもたちがこの「マイ アート ブック」を持参していた。

鑑賞中に気づいたことをメモしたり、鑑賞後の振り返りの時間に感じたこ

とを書き込んだりと、さまざまな形で子どもたちの鑑賞をサポートするツー

ルとして活用された。

内容　「岡山芸術交流2022」を誰に紹介したいかな? / 「岡山芸術交流2022」で何をしたかな? 何が心に残った

かな？絵や文でかいてみよう！ / お気に入りの作品を見つけよう / 気になる作品を見つけよう / この作品 を家に持っ

て帰りたいな / 気づいたことや感じたことをメモしよう。
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アーティストインタビュー

https://www.
okayamaartsummit.jp/2022/
public-program/81/

動画

出演

リクリット・ティラヴァ―ニャ

マイリン・レイ

ダニエル・ボイド

片山真理

笹本晃

島袋道浩

アピチャッポン・
ウィーラセタクン

映像制作

特定非営利活動法人 
ENNOVA OKAYAMA

参加アーティストたちに、作品制作への思いや岡山の印象、岡山芸術交流で

楽しみにしていることなどをインタビューし、動画にして紹介した。

今までテキストや写真でしか知らなかったアーティストと直接話すことにより、作品制作

のことだけでなく、人柄なども垣間見ることができ、非常に貴重な経験になりました。イ

ンタビュー内容を紹介動画をはじめさまざまな媒体に活用することで、多くの方にアーティ

ストのことを知っていただくことができたと思います。

担当者の感想
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Q1  作品制作で大切にしてきたことは何でしょうか？

私の作品の多くはほかの人とともに作り上げるものですので、た

くさんの人と一緒にいることを常に楽しんできました。私にとって、

その場所で暮らす人とともに過ごすのは大切なことであり、総じ

てそれが私の作品そのものなのです。人と一緒にいることが好

きなのですよ。

Q2  岡山市の印象はいかがでしょうか？

岡山にはこれまでにも何度か来たことがあります。日本の他の

地域にも何度か行ったことがありますが、岡山はとても親しみや

すくて活き活きとしたところですね。今は時差ボケのために朝と

ても早く目が覚めるので、時間をかけて周辺を散歩しています。

ホテルから岡山城へ行ったり、今日は西川沿いを歩いて店を見て回っ

たりしました。以前行った岡ビルが健在だったので、古い市場に

も行きました。中に入って行くと、以前のように魚などが売られて

いました。こういう隠れ家的な場所が好きなのです。東京や、ほか

の大都市とは対極にあるような感じです。こういう人間的な感じ

が好きです。ここでの生活を深く見て感じ取ることができますから。

ここは居心地が良いですね。これまで何度か行ったことがある場

所のように、地元の人のことがわかってきたり、知らなかったレス

トランや蕎麦屋やカフェを知っていったり、それらの場所とのつ

ながりが生まれてきていると思います。久しぶりに戻ってきたと

きにそのカフェがまだあって、変わらずおばあさんが調理をして

いると、やはりとても嬉しくなります。それが岡山のとても好きな

ところです。

Q3  どのような意図で本展覧会のテーマを決定しましたか？

タイトルの“Do we dream under the same sky”は、実は以

前にも私の個展で使ったフレーズです。その瞬間、あるいは多く

の瞬間に共鳴するもののように思います。ですが今、このウィズ

コロナの状況の中で、そしてもちろん最近はウクライナでの戦争

といったことがある中で、この世界の一員としてどう共存するか、

ともに時を過ごすかを改めて考える必要があると思います。

また、私たちはみんな良いことや良い人生を夢見ることで、より

良いものへの希望を持っているのだと思います。ですから、私た

ちみんなが集まって、一緒に夢を見たり考えたりすることが子ど

もたちのために、私たちの未来のためにより良い場所を作るこ

とに繋がるのではないでしょうか。

Q4  参加されるアーティストたちにはどのようなことを期待していますか？

今回、私は数名の友人たちと、今まで関わりのなかったアーティ

ストの方々を招待させていただきました。私の願い、それは私た

ちが一緒になって未来のことを考えることです。私たちは何を目

指していくべきなのか、どのようにこれからを生きていけばよい

のかについて考えることです。

そしてこの岡山芸術交流を楽しんでもらうことはもちろん、岡山

への感謝の気持ちも忘れないでいてほしいと思います。岡山の人々

と出会えるこの機会に、ぜひ人々と一緒に取り組み、交流しても

らいたいのです。

距離をとらなければいけない状況の今だからこそ、お互いのふ

れあいが大切だと思うのです。マスクをつけなくてはならない状

況でも、私たちは関わりを持つことができます。私たちが置かれ

ている状況がどんなに厳しい状況だとしても、私たちは笑い合い、

そして楽しむことができるのです。

Q5  地元の方や子どもたちに向けたメッセージをお願いします。

皆さん、ぜひ会場にお越しください。私たちアーティストと共にこ

のイベントを盛り上げ、そして一緒に夢を見ましょう。楽しみましょ

う。これからの私たちの未来について考えるきっかけになること

を願っています。

リクリット・
ティラヴァ―ニャ
Rirkrit Tiravanija
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Q1  私にとって最も大切なことは、ここ岡山の人々、日本の人々、

そして岡山芸術交流に参加されるアーティストの方々について

知ることです。また、私がここにいる間に皆さんとできるだけ深

い関係を築くことです。

Q2  とてもかわいい街ですよね。思っていたよりもずっと大きいです。

そしてとても興味深いことを知りました。それは私の出身地であ

るカリフォルニア州のサンノゼ市と岡山市が姉妹都市であるとい

うことです。すでに私の故郷と私がこれから働く場所にはつなが

りがあったのですね。

Q3  「夢」とは、物語を伝えることができる私たち自身の潜在意識

であり、そしてその物語こそが、私の作品においてとても重要で

あると考えています。物語を伝えること、それはダンサーである

私の使命の中でも最も重要な部分の一つです。ですからこのテー

マは、果たして私たちは、みんな同じような物語を持っているの

かということを問いかけていて、とても気に入っています。本当に

わくわくします。

Q4  アーティストたちが集まり、作品を展示することで街が変化す

るのを見るのがとても楽しみです。皆さんに私たちの表現するも

のと、他の方の作品を、一緒に見てもらえるのが楽しみです。

Q5  こんにちは！ぜひ皆さん芸術交流にお越しください。楽しんで

もらえることを願っています。そして皆さんにお会いできること

を楽しみにしています。

Q1  アート作品は、体験を共有するものだと思います。いかに詩

的なイメージで簡潔に表現し、アート作品と関わりあうことがで

きるかがアートの務めだと考えています。

Q2  とても美しい街だと思います。私の初めての日本、東京での

体験とは違います。都会のような混沌とした場所より、よいですね。

また、文化的な街ならではのスピード感もいいですね。

Q3  「夢」という言葉に注目してもらうこと、意味を考えてもらうこ

とは大切だと思います。タイトルに込められた詩的な意図は、さ

まざまなあり方で岡山芸術交流に関わるためにもとても大事な

要素ではないでしょうか。

Q4  岡山の文化、岡山という地域性という文脈で、それぞれ異なる

背景を持つアーティストたちがどのように集い、どのようなアート

作品を制作し、どのように関わっていけるのかがとても楽しみです。

Q5  今回のタイトルをとても気に入っています。そして皆さんには、

エキサイティングな作品をお届けできればと思います。ぜひ、岡

山の皆様にはアート作品を通じた体験と興奮を楽しんでいただ

けるとうれしいです。

My-Linh Le Daniel Boyd

アーティストインタビュー

マイリン・レイ ダニエル・ボイド

  MATERIAL｜資料・教材040



Q1  一番大切なのは、その時に自分が何を感じたか。私は今生き

ていて、ここに立っていて、どんな場所でも自分がどう受け入れ

ていて、どうインプットしているのか。アウトプットしたいものをア

ウトプットしたいどおりにやる方法を、なるべくズレがないように

していくのを、努力したり大事にしたりしていました。

あと作品は、私は基本的にオブジェを作って、写真に撮って、自分

が入り込んで、セルフポートレートを撮って、そのあとにインスタレー

ションという形で会場に入れていくので、こうやって現場で視察

をして、その場所に、特に自然光や風とか、そういう環境と呼応

しながら、何が一番ベストか考えるのを大切にしています。

Q2  実をいうと6年前に別のプロジェクトで個展をさせていただ

いたことがあったんです。久々に岡山に来られて、あらためて歩

く先に個人のコレクションの作品があったり、素晴らしい作品がちょっ

としたお散歩コースで見れてしまう。お城があったり、建物もとて

も素敵だったりして本当に感動しましたね。あとご飯もおいしい。

Q3  最近、作品や仕事の規模が大きくなるにつれて、個人で手が

届く範囲以上のことをやる場面が増えてきて。仲間がどんどん増

えてきて、いろんな人と仕事をしていくんですけども、同じところ

に立って、同じ方向を向いているつもりでも、見える景色や感じ

るものはそれぞれ違う。だから、同じ空を見てても、相手が何を

感じているのかなって、歩み寄っていって考えないといけない。同

じものを見ているんだから、きっと同じことを考えてるだろうと

思ってしまうのは、すごく大変な問題で、やっぱりそこにその人そ

れぞれの考えを持たないといけないんだろうなっていうのを、タ

イトルを見て感じました。

Q4  さっきもおいしいものが、って言ったんですけど、食べ歩きた

いです。食べ歩きたいですし、実は私ソテツがすごく好きなので

す。今も私の隣にありますが、巨大なソテツを見て、写真を撮った

り絵に描いたりしたいなと思っております。

というのも、岡山のソテツをイメージした作品の写真があったり、

義足にも入ったりしていて、かなり私の中では大事な存在になっ

ているので、岡山のソテツは。ソテツツアーをしたいな、と思って

います。

Q5  作品というのは作家が作ったメッセージとかそういうものが

込められていたり、いろんな読み解き方があるんですけど、なに

よりも大切にしてほしいのは、見ているあなたたち、見ている人

の気持ちだと思うので、感じたものをそのまま自然に受け止めて

もらえたらいいなと思っています。とにかく「have  fun!」で。

Mari Katayama

Q1  作品制作で大切にしてきたことは何でしょうか？   Q2  岡山市の印象はいかがでしょうか？   Q3  岡山芸術交流2022のタイトルについて、どんなことを感じましたか？

Q4  今回の岡山芸術交流で個人的に楽しみにしていることは何ですか？   Q5  地元の方や子どもたちに向けたメッセージをお願いします。

片山 真理
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Q1  作品っぽくしないというか、作品じゃなくてもいいやって思っ

て自由に発想しようと思っています。結果的に、「なんだろこれ」、「変

なの」っと思ってもそれでいいかなと。要するに見たことないも

のとか、今までないものを作りたい。結局自分でも分からないも

のでも、何か心に響くようなものになればいいなと思います。

Q2  今（私は）53歳ですけど、母親が岡山出身だったこともあって、

50年ぐらい前のこの町の記憶があります。今もよい意味で変わ

らないところがあるのが貴重だなと。だからいつも帰ってくると、

ちょっとタイムスリップしたような、不思議な感覚になりますね。

Q3  リクリットも言ってましたけど、みんなが同じ夢をみる必要はなくっ

て、同じ星の上でみんながいろんな、それぞれ耳を向ける状態と

いうのが、それが理想なんだろうなと思います。

Q4  今回は初めてアジア系の芸術監督で、アジア系の作家もたく

さんいるので、今までの芸術交流とちょっと違いますね。僕の知ら

ないアジアの作家もたくさん参加しているので、彼らの作品を観

るのをすごく楽しみにしています。

Q5  現代アートは難しいと思っている人は、結構多いんじゃないかと

思います。わからないっていう声をたくさん聞くんですけど、逆にアートっ

てわかるもんでもないなと思うんですね。例えば、野球を初めて見

たときに、なぜみんな一塁側に走るんだろう、って思うと思うんです

ね。なぜ三塁側に走ったらだめなんだろう。でもルールがわかって

くれば、まずは一塁に走るべきなんだってわかってくるじゃないです

か。今回芸術交流の開催は3回目で、この先4回目も5回目も開催

されると思うんですけど、そうやって何度も繰り返し見続けることに

よってだんだん「ルール」みたいなものがわかってくるんだと思う

んですね。そうするとおもしろさもわかってくると思います。だから

一度見ただけで、野球のルールはよくわからないって言ってしまわ

ずに、わからないことを楽しむ、わからないけど、早いボール投げて

すごいなとか、そういう楽しみ方もあるんじゃないかなと思います。

Shimabuku

島袋 道浩

アーティストインタビュー

Q1  作品一つひとつに入口がたくさんあって、出口もたくさんあ

るようなものを作りたいと思っています。特に、魂がこもった物づ

くりを目指したいと思っていて、自分が魂を注入するよりも、どうやっ

て物に魂が宿るかに興味があります。また派生して、物から作り

手の事情や情報が間接的に伝わるかどうかにも注目しながら制

作しています。

Q2  山あり谷あり、なんとも美しい、楽しい地形だなと思ったし、

あとは歴史が古いのでお話がおもしろい。自分の作品や制作活

動に対してもその裏にあるお話に興味があるので。たとえば桃

太郎の伝説一つとっても時代時代に変遷していく、そういう経緯

がおもしろいなと思いました。息子がお気に入りなのは歌の話。

あと外せないのはフルーツですかね。おいしいですよね。

Q3  ディレクターのリクリット氏らしい、人間愛に満ちたテーマだ

と思いました。近い未来も含めて、みんなで解決していかなきゃ

いけない課題が多い時代に、もう一度彼の視点から出てくるような、

その集いの必要性を感じる機会を設けるのは、まさしく今らしい

なと感じました。

Q4  自分の作品に関しては、過去数年にわたって温めてきた作品

を集合させて展示できる機会になりました。ビデオのテーマが世

界情勢だったりするので、そのあたりを岡山の方々がどのように

受け止めてくださるのか、ちょっと興味があります。

Q5  遠い国の作家の作品に感銘を受けたり、また逆に同じ町会の

人とか隣の席の生徒のことを理解できなかったり、人間模様って

本当に驚きの連続なので、どんなきっかけであれ、それが素敵な

ことであれ、困難であれ、いろんな出会いに刺激を受けて、アー

トも人生も楽しんでください！夢のように！

Aki Sasamoto

笹本 晃
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アーティストインタビュー Q1  作品制作で大切にしてきたことは何でしょうか？   Q2  岡山市の印象はいかがでしょうか？   Q3  岡山芸術交流2022のタイトルについて、どんなことを感じましたか？

Q4  今回の岡山芸術交流で個人的に楽しみにしていることは何ですか？   Q5  地元の方や子どもたちに向けたメッセージをお願いします。

Q1  私の場合、短期的な記憶しか持っていないので、映画を作る

ことは私にとって、ある種の記憶を保存する方法なのです。それ

と同時に、過去にとらわれず今を生きたいとも思っています。映

画を作ることは、このような存在を肯定できるかを問うことにも

繋がるのです。映画を作る、作らない、どうして映画が作りたいの

かということも、こういった押し引きが理由になっているのです。

そしてこのようなエネルギーが私を前進させています。

Q2  どうでしょう。私は小さな町で育ったのですが、この街は故郷

を思わせるような何かがありますね。この街は東京と比べると、

小さなコーヒーショップや専門料理店があるような場所です。本

当に私の個人的な感情だと思いますが、とても親近感が湧きますね。

Q3  このタイトルはとても熟考する価値のある問いかけだと思い

ます。ニュースや情報、生き方において、人々がますます同じもの

を吸収するようになっている中で、夢もみんな同じ夢を見ている

のだろうと考えることがあります。

でもそれと同時に、私はこの問いかけに、「いや違う。私はあな

たのような夢は見ない」と抵抗もするのです。なぜなら私は、人

と同じような夢は見るべきではないと思うからです。人は個性や

それぞれ自分の色を持っているからこそ、それが世界をカラフル

にするのです。

しかし、例えばコロナ禍のような特殊な状況下においては、自分

たちのスペースに閉じ込められたことにより、人々が繋がりたい

という同じ欲求を共有する瞬間があるのです。コンピューターを

通してではなく、実際に体に触れ、本当のコミュニケーションを通

じて人と繋がりたいという欲求です。

だからこそ、このタイトルは本当に的を射た問いかけだと思いま

す。なぜなら、非常に異なった角度から、さまざまな形でイエスか

ノーかを答えることができるからです。つまり、とてもオープンな

タイトルだということですね。

Q4  ちょうどお昼にとてもおいしいカレーを食べたところです。ク

ワイエットビレッジというカレー屋さんで、最高においしいのです。

そして、ここで仕事をすることも楽しみにしていました。

この場所（旧内山下小学校）に来てみて、すぐに気に入りましたし、

この教室を見て心が躍りました。黒板を見ていると、なぜか若い

頃に戻ったような気分になるのです。これこそが、私たちが話し

ている同じ夢だと思います。そして私は記憶と対峙するこの感覚

を、静寂と共に作品化したのです。

Q5  まず、今回岡山に来させていただき、この美しい街を満喫さ

せていただいたことを感謝しています。さまざまなアイデアにふ

れ、皆さんが素敵な時間を過ごされることを願っています。正し

いとか間違っているとかいうことではなく、異なる記憶、色、文化

が、一つになるのです。それはまるで大きな祝砲のようなものです。

是非お楽しみください。

Apichatpong Weerasethakul

アピチャッポン・ウィーラセタクン
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動画

岡山芸術交流紹介動画
「岡山芸術交流ってなに？ アートってなに？」

小学生向けの内容として制作したが、鑑賞支

援の教材として、一般・教員向けの講座等で

も活用した。

小学生に親しみやすいキャラクターを起用したことや、現代アートをわかりやすく紹介する

ようなシナリオによって、低学年から高学年まで楽しんでもらえたのではないかと思います。

担当者の感想

新型コロナウイルス感染拡大の影

響を受け、学校への出前授業が制

限されるなか、アウトリーチの方

法として、黙食となっている給食時

間や授業時間に視聴してもらえる

ような、短時間の動画を制作した。

小学生に親しみやすい岡山市教

育委員会広報専門官「こらぼん

♪」というキャラクターと共に、岡

山芸術交流や現代アートを勉強

するという内容で、全5本のシリー

ズとなっている。

協力

岡山市教育委員会

映像制作

特定非営利活動法人
ENNOVA OKAYAMA

案内役

こらぼん♪
岡山市教育委員会広報専門官、

教育広報紙「こらぼ」の

イメージキャラクター

ももこ
こらぼん♪の妹

三ヶ田 匠吾
岡山芸術交流実行委員会事務局員

https://www.
okayamaartsummit.jp/2022/
public-program/74/
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岡山芸術交流
紹介動画概要

これまでの岡山芸術交流

今も残る岡山芸術交流の作品

これからの岡山芸術交流

アーティストへのインタビュー

2022の展示の様子

03
アーティスティックディレクターを務める

リクリット・ティラヴァーニャと、参加予定アーティスト

4名のプロフィールや過去作品とともに

今回の特徴や展示予定作品を紹介。

04
この作品を制作した人はどんな人なのか、

どんな考えでを制作しているのか。作品を鑑賞する際の

参考となるよう「こらぼん♪」と「ももこ」が

6名のアーティストへインタビューを行いその様子を紹介した。

01
「過去」に開催した岡山芸術交流で展示されていた3作品を紹介。

岡山芸術交流実行委員会事務局員に教えてもらいながら、

「こらぼん♪」と「ももこ」と一緒に見て考え勉強していく。

02
「現在」もパブリックアートとして街中に残る

岡山芸術交流の3作品を紹介。

05
岡山芸術交流2022で展示されている作品を紹介。

特別ゲストも登場し、お気に入りの作品や楽しみ方を伝えた。

全5本の動画は、連続性を持つ内容となっており、01–03では

過去・現在・未来の岡山芸術交流を紹介。04–05では参加アー

ティストへのインタビューの様子や、会場で実際に展示されて

いる作品を紹介し、動画はYouTubeでも公開した。
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岡山芸術交流パブリックプログラムと

ENNOVA OKAYAMA の関わり

初回開催である2016年では「みる

を楽しむ!アートナビ岡山」による、

岡山芸術交流2016のパブリックプ

ログラムでの対話型鑑賞会実施の

ための、旧内山下小学校教室を活

用した定例会議の開催や、岡山芸

術交流の鑑賞企画を開催いたしま

した。今回の2022では参加アーティ

ストのインタビュー動画や、小学生

向けの芸術交流紹介動画を主に制

作させていただきました。

紹介動画では、芸術交流に対して、

子どもたちに興味関心を持っても

らえる内容とするように事務局スタッ

フ様と協議しながら内容を詰めて

いき、完成した動画は学校等で放

送いただき、芸術交流に対して子

どもたちの興味関心が高まったと

伺っています。

岡山市で開催される芸術交流の魅

力発信に少しでも寄与できたこと

うれしく思っています。

「アーティストインタビュー」の制作について 

まず今回、参加されるアーティスト

の皆さんが「今」思っていることや

ご自身の作品について考えている

ことなどが聞けたらと思っており

ました。

事務局からのアドバイスで、岡山の

印象についても、アーティストの皆

様からお話をお伺いできたことは

良かったと思います。

作品についてキャプションで紹介す

るより、映像での紹介により各アー

ティストの表情や仕草を通して伝え

ることができ、難しい作品内容でも

アート鑑賞を見慣れていない方に

も理解が深まったのではないかと

思います。

映像は短くても、とにかく簡潔にな

るように心がけました。お忙しい中、

撮影に協力してくださったアーティ

ストの皆様には感謝いたします。

「岡山芸術交流紹介動画」の制作について

岡山芸術交流の紹介動画というコ

ンテンツの制作は、今回が初めて

の試みということで、第１段では素

材が少なく苦労しました。小学生向

けの紹介動画という事で、作品の

見方や、なぜ？どうして？という疑

問を作品を観る人がそれぞれに考

えてくれるような内容を考え、構成

しました。

作品は見る人によって意見が分か

れることもあると思いますので、映

像の内容が必ずしも作家の意図に

合わなくても良いと思いますし、違っ

ても良いと思いながら作りました。

現代美術は作家からの訴えでもあ

ると思います。この作品の作者はこ

う言ってます！というような一方通

行な映像となるより、作品について

構成や内容を柔らかくわかりやす

くする事を心がけました。

「こらぼん♪」と「ももこ」というキャ

ラクターのおかげで、観る人の立場

に立った視点でも芸術交流を紹介

することができました。担当してく

れた事務局の三ヶ田さんのキャラ

クターもあり身近な雰囲気を保っ

た紹介動画が作れたと思います。

特定非営利活動法人 ENNOVA OKAYAMA とは

石山公園、旧内山下小学校を中心に岡山

カルチャーゾーンの魅力向上、街づくり

に関する活動を行っているNPO法人です。

ENNOVAの活動目的は団体名「縁と場」

が示すように繋がりが薄くなりつつある

地域のコミュニティをつなぐことによる「縁

の再構築」。そしてそれによる「新たな場

作り」です。学びのあるイベントや事業を

通して、地域に住む人たち、特に子ども

たちにとってよりよい地域となるように

活動を行っています。

特定非営利活動法人 ENNOVA OKAYAMA

地元協働団体からの声
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